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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・ここ２～３か月は平成30年７月豪雨の影響で販売量
が伸び悩んでいたが、10月は目標数値の110％、前年
の105％にまでなっている。

◎
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・10月下旬に開催されたＧ３女子レースで売上が確保
できている。

○
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・地元プロ野球チームの活躍や平成30年７月豪雨災害
からの復興、幹線道路等が整備されるなど、３か月前
と比べると徐々に良くなってきている。

○
一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響で停滞していた消費ムード
が復活し始めている。

○
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・ミセスゾーンは厳しい状況が続いているが、ヤング
ゾーンは10月中旬からコートなどの重衣料の動きが出
始めている。

○

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・10月に入り急激に気温が低下し、コートやジャケッ
トなどのアウターの動きが良く、旅行のために婦人
用、紳士用、子供用をトータルで購入する客もいる。
食品物産展も好調で景気が上向いている。

○
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・100万円以上の商品の動きが良く、高級ブランドの
売上が伸びている。

○

百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨や台風、地震等の天災が秋になり
落ち着いてきている。以前は台風が来れば来客数は通
常の半減で済んでいたが、最近は公共交通機関の早期
停止もあって３分の１と大きく減少する事態が増えて
いる。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が９月は前年の100％、10月は100.6％と増加
している。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・競合店出店後１年が経過するが、来客数が回復しな
い。特に酒、菓子、一般食品、日用雑貨の販売量が影
響を大きく受けている。

○
スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨の影響が続いていたが、10月中旬
から気温が下がったのでコートなどのアウター商品が
動き始めている。

○
家電量販店（店
長）

それ以外 ・来客数、売上共に３か月前より７～８％改善してい
る。時期的な影響もあるが、リフォーム商品が好調で
ある。

○
家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・来客数が前年の90％であるが、客単価は上昇してい
るので景気は良くなっている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数、新車販売、サービス共に売上が増加してい
る。

○
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・販売量は前年同月より悪いが、３か月前より良い。

○

その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・月前半に台風の影響があったものの、それ以降は天
候に恵まれて前年比110％前後の来客数で推移して好
調であり、繁忙期となっている。観光バスの乗り入れ
も多く、野菜や果物だけでなく土産物もよく売れてい
る。

○
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨災害の影響が薄れている。

○

一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨災害から３か月たち、当時キャン
セルになった客から再度の予約が入るなど、ある程度
の復旧ができている。また、インバウンドの来客数が
前年を上回る勢いで伸びている。

○
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・13府県ふっこう周遊割の導入で８～９月の来客数の
落ち込みをカバーできている。

○

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・７～８月の天災の影響で売上が悪化していたが、復
興ムードの中で来客数が回復しつつある。依然として
観光客は減少しているが、インバウンド客の宿泊は安
定して伸びている。政府の助成金での復興施策が始ま
り、下期は期待が持てる。

○
都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨や台風による鉄道の不通が解消
し、レストランの来客数が次第に回復している。

○
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・今月に入り学会などの開催や観光需要により来客数
が持ち直しており、13府県ふっこう周遊割や当県独自
の観光振興策を利用した動きもみられる。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の様子から景気は良い。

家計
動向
関連

(中国)



○
テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・秋の行楽シーズンに入り、個人客を中心に動きがあ
る。

○
テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・開花が遅れていたコスモスが咲きそろい、多くのメ
ディアに取り上げられたことで、週末だけでなく平日
にも多くの来場がある。

○
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・暑さがやっと和らいで朝夕が涼しくなってきたため
か、客足が伸びている。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・平成30年７月豪雨災害の被災者はやっと落ち着き始
め、リフォームや建て直しなど災害復興に向けた相談
も出てきている。

○
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・来客数が増加しており、特に相談内容が詳細で積極
的な客が増加している。

○
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・猛暑や自然災害の影響が一段落し、イベントの来客
数が増加傾向である。

○
住宅販売会社
（営業担当）

販売量の動き ・例年のこの時期に比べて引き合い案件が増えてい
る。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・来街者が増えず、量販店に行くことができない高齢
者が商店街を利用しているので、客単価も低下してい
る。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は必要な商品しか購入せず、低価格志向である。

□
商店街（理事） 来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響が残っており、客は防衛本

能が働いている。

□
一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・地元では不昧公200年祭の特需で、弊社の抹茶の売
上が好調であるが、このイベントは今年限りである。

□
一般小売店［食
品］（経営者）

単価の動き ・今月は売出し曜日が１日多く、売上と来客数は前年
を超えているが、客単価は99％にとどまっている。

□
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

来客数の動き ・人通りは増えているが、来客数が増えているわけで
はない。

□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・物産展や高額品催事の販売量が好調で、観光シーズ
ンに入って観光部門の来客数も回復傾向であり、今月
は前年をやや上回る。

□
百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・地元で開催されているイベントの影響で、物産展の
来客数が厳しい状況であるが、婦人服の動きはまずま
ずである。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・競合店出店の影響がやや弱まっており、来客数が
戻ってきている。新商品や期間限定商品の動きは良い
が、ストールやブーツなどの季節商材の動きは余り良
くない。

□

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・物産展などの集客催事の影響で来客数と食品売上は
好調に推移しているが、秋冬物の実需期を迎える紳士
婦人服が依然として低迷しており、景気回復感はな
い。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・今月の来客数は前月と同様であるが、前年と異なり
台風がなかったため、前年比では増加である。月ごと
の売上の平均は横ばいなので、結果として前月から増
加している感はない。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売点数が増加せず、前年比でも悪い状態がここ数
か月続いている。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・季節的に商品の動きが悪い時期なので厳しい状況で
ある。

□

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・ここ数か月、来客数が前年実績を上回っており、当
月は男性客数の増加が特に顕著である。また、気温が
低下しているので冬物商材の動きも良く、客単価も上
昇している。

□
スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・青果の値上げで売上は前年を上回っているが、平成
30年７月豪雨が客に心理的な影響を及ぼし、買上点数
が前年を下回っている。

□
スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・３か月前とほぼ同水準であり、大きな変化はない。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年をクリアしなくなっている。

□
コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・主力時間帯の夕方から夜間の来客数の減少が続いて
おり、たばこの値上げで客の買い控えが拍車をかけて
いる。

□
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・たばこ増税の影響で来客数が前年より減少してお
り、翌月以降も余り変化はない。



□
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・秋冬の時期に突入し、前年よりも販売促進を行い来
客数は増加しているが、購入単価は前年よりかなり悪
い状況である。

□
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・来客数は増加しているが、販売量、客単価共に伸び
ていない。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・消費の低迷が続いており、特に高齢者は収入減少と
物価上昇で買い控えが目立っている。

□
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・フェアを開催しても新規客が以前より増加しない。

□
その他専門店
［時計］（経営
者）

単価の動き ・高単価商品を購入する客はいるが、全体的に単価が
低い。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

来客数の動き ・土日祝日の来客動向に前年と大きな差はないが、10
月は週末の天候に恵まれず、施設の営業時間の短縮な
どもあって売上は伸びなかった。参加型イベントの来
客数は多いが、販売促進面で施策を引き続き行う必要
がある。

□

一般レストラン
（外食事業担
当）

お客様の様子 ・団塊世代が昼に小規模な宴会を催し、夜は若い人や
家族連れが多く、時間帯によって客層が分かれてい
る。ランチタイムの来客数が前年の125～135％と好調
に推移しているので、夜の早い時間の来客数が減少し
ても全体では前年を上回っている。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数は低迷したままである。

□

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

販売量の動き ・買上点数が減少している。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の影響が続いており、宿泊者数は
増加していない。

□
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・景気状況は好転せず、台風等で変更作業も多く、旅
行の受注も余りない。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・平成30年７月豪雨に対する復興支援施策が展開され
ているが、まだ効果が現れていない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・夜の利用客が少なく、平成30年７月豪雨災害からま

だ通常には戻っていない。

□

タクシー運転手 それ以外 ・運転手は１人当たりの売上、会社は１車当たりの売
上に注目している。運転手不足が深刻化して会社は減
車する方向であるが、そうなると運転手の売上は減少
する。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・悪天候でイベントの中止が相次いだ10月前半は人の

動きが悪く、天候が回復した月後半も景気は良くなっ
ていない。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・客単価の低いサービス中心であるが、新規、移行の
引き合い数は少なくない。

□
テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・入館者数や商品販売高等、前年同月比が微減で推移
している。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・新築戸建て住宅の引き合いが少ない状況が続いてい
る。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・客は必要な商品を必要なときにより安く購入しよう
とする傾向にある。商品を吟味しており、売上が低迷
している。

▲
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・天災被害の影響で来客数が減少しており、景気対策
が必要である。

▲
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少しており、印鑑の注文が少ない。

▲
スーパー（業務
開発担当）

来客数の動き ・客単価は上昇しているものの、来客数が減少してい
る。商品単価の上昇で来客数の減少をカバーしてい
る。

▲
衣料品専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・閉店する関係先が増えている。

▲
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・閑散期であるが販売量が予想以上に減少している。

▲
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・10月の販売台数は前年比90％と大変厳しい状況であ
る。

▲
乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・商談が長期化していることが影響しているが、来客
数が大きく減少している。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨以降、客足が戻らず、前年を大幅
に割り込んでいる。

▲
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・新築物件は建っているが、図面を持った客の来店が
減少している。



▲
その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・月前半は台風の影響で客がまばらであったが、客の
財布のひもは固いながらも、月後半は秋のイベントで
値ごろ商品を購入する客が多い。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（所
長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨の被災地区が商圏内だったので全
体の来客数に影響している。ただし、民間賃貸住宅借
り上げ制度が進み、ショッピングセンター近隣に被災
地区からの移住者が増え、家電や生活用品、スーパー
の需要もあって全てが悪いわけではない。

▲
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・人手不足が深刻で、多くのスタッフがダブルワーク
で時間の自由がなく、同じ状況の客も多い。ホワイト
カラー勤労者以外でこのような傾向が見受けられる。

▲
一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客は必要最低限の注文しかせず、客単価が低下して
いる。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・他地域に比べて当地域だけ低価格の勝負となってい
る。

▲
観光名所（館
長）

来客数の動き ・平成30年７月豪雨災害の風評被害に加えて、９月は
週末に台風や大雨が重なり入館者数は激減し、10月も
入館者数は伸びていない。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・物価上昇で出費がかさんで客の節約傾向が強まって
おり、理美容に使う額は最低限で景気が良くなること
はない。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・９～10月にかけてスーパーを含む４店舗が閉店し、
11月末に１店舗が閉店する予定で、商店街の状況はか
なり深刻な状況となっている。

×
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・10月１日からたばこの値段が上がり、たばこの販売
比率が高い当店では客単価が低下している。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が多く、繁忙である。

○
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・８～９月は夏から連続した自然災害の影響で厳しい
状態が続いたが、10月に入って少し受注が回復し、景
気が持ち直してきている。

○
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・既存製品の受注量が海外生産向けを含め増加してい
る。

○
通信業（営業企
画担当）

受注価格や販売
価格の動き

・製造業を中心に情報セキュリティに関する商品やシ
ステムについての引き合いと受注が伸び始めており、
年度内の売上に期待が持てる。

○
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量の増加は継続しており、単価見直しも実施し
ている一方で、生産性向上への取組や人材確保が課題
となっている。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・依然として、魚離れの流れが続いている。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・10月に入って朝夕の冷え込みも手伝って受注量は上
向いているが、景気が良いわけではない。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量、生産量に大きな変動はない。

□
繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・前売り状況はほぼ前年並みで推移しており、特筆す
べき外的要因はなく、例年並みである。

□
化学工業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・製品の主原料として大量に使用している苛性ソーダ
の値上げが浸透し、主要製品としての仕入れ、販売単
価共に安定基調にある。

□
化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量と出荷量は好調に推移しているが、素材産業
なので市場拡大が起こっているわけではなく、景気が
上向くことはない。

□
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・生産量は高水準を維持しているが、人材確保が非常
に難しくなっている。求人を出しても応募者がいない
状態が続いている。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・建築分野、建設機械・産業機械分野などの需要は一
定量あるが、人手不足もあって、いまだ活動水準に盛
り上がりがない。

□
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量と販売量に特に大きな変化はない。

□
輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

取引先の様子 ・一部で多少の市況回復機運はあるものの、コスト高
や船価低迷が続いており、構造的にやや悪い状態は続
いている。

□
建設業（総務担
当）

取引先の様子 ・継続して大型物件の発注がある。

□
建設業（総務担
当）

取引先の様子 ・現況が当面続く。

企業
動向
関連

(中国)



□
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量に大きな変化はない。

□
輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨災害の影響が収束して通常営業に
戻ってきており、荷動きにさほど変化はない。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・通信機器の更改などで販売量はここ２か月安定して
いるので、設備投資も徐々に回復してくる。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・系列完成車メーカーのスポーツ用多目的車の販売が
好調なので、地元部品メーカーの受注量は高水準を維
持しており、操業は１日１～２時間の残業と月２回程
度の土曜日出勤を継続している。月次損益は、増収増
益となる部品メーカーが多い状況である。

□
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数と成約件数は余り変化がない。

▲
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料分野で販売量が減少している。

▲
金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・客は多忙であるが、当社向けの大型製品の生産品目
が減少しており、今月見込んでいた受注金額は未達で
ある。

▲

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・燃料費と人件費の上昇で経営負担が増えている。人
材募集に対して応募がないこともあるが、景気の動向
を踏まえて募集単価と賃金の見直しをする。地元プロ
野球チームのリーグ優勝景気はあったが、個人の荷
物、企業発送荷物共に減少傾向である。

▲
金融業（貸付担
当）

受注量や販売量
の動き

・平成30年７月豪雨の影響で輸送機械の生産水準や鉱
工業の生産が大幅に低下している。

▲
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・時期的に客からの受注量が減少している状況であ
る。

× － － －
◎ － － －

○

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・転職の選択肢が数多くあり、以前であれば希望年収
を多少下回っても求職者は入社をしていたが、最近で
は多少のかい離でも入社を辞退する現象が起こってい
る。リーマンショック直前の好景気時代にもなかった
状況である。

□
人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・10月に入れば求人数、求職者数共に増加すると見込
んでいたが、前月と変化がない。求人数の動きが落ち
着いており、雇用が安定している。

□
人材派遣会社
（経営企画担
当）

求人数の動き ・多くの求人があり、企業の採用意欲は依然として高
いままである。

□

人材派遣会社
（支社長）

それ以外 ・雇用安定措置で派遣スタッフの直接雇用化が進み、
一時的な手数料収入はあるが、無期雇用を希望する派
遣スタッフが少ないので派遣稼働数は減少傾向であ
る。国策として有期雇用から無期雇用や正社員への流
れがあり、また、有効求人倍率も高止まりしているの
で、求職者は派遣会社を通す必要がない。派遣会社を
通す人は、就業に関して条件がある人が多く、マッチ
ングの難易度は上がっている。

□
求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・３か月前の夏時期に比べてアルバイトとパートの求
人に大きな変化はなく、正社員求人も引き続き高い水
準で推移している。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

雇用形態の様子 ・新卒採用がほぼ終了し、ほとんどの企業が次年度の
採用数と採用予算の最終調整に入っている。中途採用
は年々活発化しており、特に技術職の採用が顕著であ
る。資格保持者が優遇され、求職者もより良い条件で
転職を考える傾向にある。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・当県の有効求人倍率は２倍を超えており、慢性的な
人手不足状態は変わらない。平成30年７月豪雨や貿易
摩擦などの懸念材料もあり、不透明感が漂う。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・各店舗で増員募集のあった飲食業や清掃業、警備員
で増員募集のあった警備業で大口の新規求人がある一
方、製造業が前年同月比で３割減となり、求人全体で
は横ばいとなっている。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・直近の新規求人数は前年同期比で多少下回ったもの
の、引き続きコンスタントに募集がある。昨今の離職
者数の減少に伴い、新規求職者数と有効求職者数の減
少も目立っており、企業の人員確保は更に難しくなっ
ている。

□
民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求職者数の動き ・人手不足が解消しないと景気は回復しない。

雇用
関連
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□
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・継続して求人はあるが、学生の希望する業種や職種
とのマッチングが図れず、応募に至らないことが多
い。

▲ ＊ ＊ ＊
× － － －
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